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●目的 

  近年、マンホール愛好者によるＳＮＳを活用した情報発信等により、デザインマンホール蓋

への関心が高まっている。 

逗子市でも、新しいデザインマンホール蓋を設置し、下水道事業のＰＲ及び観光資源である

逗子海岸の魅力向上への起爆剤としたい。 

 

●デザイン 

逗子海岸の東浜には、2005 年に石原慎太郎氏の協力のもと、永く後世に伝えられるよう「太

陽の季節記念碑」が建設され、市民はもちろん、逗子を訪れる方々に親しまれています。 

新しいデザインマンホール蓋は、その記念碑と、海から望む富士山の風景をデザインしたも

のです。 

 

●設置場所 

  ＪＲ逗子駅前の歩道上に１か所 

 

●逗子海岸のキャッチフレーズ 

  逗子海岸のキャッチフレーズとして語られている「太陽が生まれたハーフマイルビーチ」は、

幼少期から逗子で過ごした石原慎太郎氏が第 1回文学界新人賞、第 34 回芥川賞を受賞され、当

時（1956 年）の最年少受賞記録を塗り替えた作品「太陽の季節」に由来するものです。 

 

【付属資料】 

資料１：デザイン画像  

資料２：設置写真 
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